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要旨：本研究では，就職活動中の聴覚障害学生にとって大きな課題の一つである面接対策として，面

接練習システムの検討を行った。就職担当者との面接練習の前に用いるシステムとして，個人での繰

り返し練習を可能することを目的としている。試作した面接練習システムでは，学生の回答に応じた

面接官の質問文提示，時間計測，フィードバッグの３つの機能を実装した。本稿では面接練習システ

ムの概要と試作システムを用いて実験を行った結果について述べる。  
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１．はじめに 

現代社会では，コミュニケーション能力が重視されてき

ている。就職をするためには，コミュニケーション能力を

はかる面接のステップをこなす必要がある。一方，聴覚障

害はコミュニケーション障害であり，聴覚障害学生の中に

は，健聴者とのコミュニケーションに不慣れなため面接に

対して不安を抱く学生も存在する。面接に慣れるためには

担当者との面接練習を繰り返す方法が考えられるが，担当

者の人数が限られているなど時間的・空間的な制約が大き

い。そのため，本研究では，就職担当者との面接練習の前

に初歩的事項について，学生が自分自身で繰り返し練習を

行えるシステムの構築を目指す。  

実際に面接に用いられている質疑応答をみると，一回だ

け質問をする場合と，学生の回答に対して面接官がその内

容を掘り下げて追加の質問をする「掘り下げ質問」がある

ことがわかる。面接では，適切な長さで簡潔に，適切な間

合いで回答することが求められるが，掘り下げ質問は学生

にとって予想外の質問であることが多く，このような質問

にも対応できるための練習が必要である。すなわち，初歩

的な面接の練習として，面接官の質問に適切な間合いで回

答できるようにする，掘り下げ質問に対して応答を返すこ

とができるようにするという点の支援が必要である。 

現在，就職面接用の支援として利用されているのは，面

接対策の本や携帯端末等で利用できるアプリケーション

である。本やアプリケーションでは，次に述べる点が不足

している。1 つ目は面接官からの質問文が固定されており

掘り下げ質問に対応できていない点，2 つ目は学生が適切

な間合いで回答ができたか判断ができない点，3 つ目は学

生自身が面接内容を振り返ることができない点である。こ

れらの3点の不足点を補う面接練習システムの検討を試み

た。 

，

２．面接練習システム 

２．１ システムの機能 

第１章で述べたシステムの実現のために，以下の３つの

機能を実装する。 

1. 学生の回答に合わせた掘り下げ質問文を作成する 

2. ユーザの回答までの時間を測定する時間計測 

3. 学生の回答の状況をログに残し提示するフィード

バッグ機能 

 提案システムは，学生がパソコンと１対１で対話をす

る形で，面接官の質問は画面に文字として表示し，キー

ボードで回答を入力するという方法を用いる。このよう

にすることで，手話・口話・筆談等のコミュニケーショ

ン方法に関係なく初歩的な練習が可能となる。 

 

図 1 処理の流れ 

２．２ 処理の流れ 

 面接練習システムの処理の流れを図 1に示す。面接官の

質問文が文字で表示され，学生はそれに対する回答文を考

えてキーボード入力で回答を行う。学生回答文をキーボー
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ドで入力している間に時間計測を行い，学生が回答に要し

た詳細の時間を調べることが可能である。システム内では

学生回答文の品詞分解の結果から重要だと考えられるキ

ーワード抽出する。次に，係り受け処理によってキーワー

ドを含む句を抜き出す。キーワードを含む句をあらかじめ

用意していた穴埋め質問文と連結させ，面接官の掘り下げ

質問文の作成を行う。掘り下げ質問文の作成は指定した段

階だけ行うことができ，質問，回答，掘り下げ質問を指定

した段階数繰り返す一連の流れが終了すると，次の質問文

へ以降する。このステップを面接が終了するまで繰り返す  

 システムの画面例を図 2に示す。最初に学生が志望の会

社分野の選択を行い「会社分野」のボタンを押すと面接練

習を開始する。面接官からの質問文がウィンドウへ表示さ

れる。学生は回答文をテキストボックスへ入力する。入力

が終わったら「学生回答送信」ボタンを押す。ボタンを押

すと面接官からの新たな質問文が表示される。このステッ

プを面接終了まで繰り返す。面接が終了したら面接状況ボ

タンを押すことで面接状況の確認が可能である。 

。

 

図 2  システムの画面構成 

２．３ 掘り下げ質問文の作成 

 掘り下げ質問文作成処理の流れを図 3に示す。まず，学

生の回答文を得たら，MeCab[1]を用いて形態素解析，

CaboCha [2]を用いて係り受け解析を行う。次にTermExtract 

[3]を用いて形態素解析結果の単語から専門用語を抽出す

る。抜き出した専門用語の中で，重要度が最も高い単語を

キーワードとする。専門用語を判断する基準の一つに学習

ＤＢを用いる。学習ＤＢとは，TermExtract の重要度算出の

際に用いるデータベースであり，企業分野に応じた学習

DB を用意した。学習 DB を作成するにあたっては，業界

地図[4]を参考にして代表企業の事業分野を選定し，その分

野の専門用語を収集した。 

 次に係り受け解析の結果を用いて学生回答文を句の単

位で区切る。この中で，キーワードを含む句をキーフレー

ズとする。一方，「ＯＯについて具体的に説明をお願いし

ます。」のような穴埋め質問文をあらかじめ用意しておく。

キーフレーズと穴埋め質問文を結合させた文章を最終的

な掘り下げ質問文とする。この処理により，学生の回答文

に応じた新たな掘り下げ質問文を作成することが可能に

なる。 

 

２．4  回答時の時間計測 

 学生回答時の時間計測における時刻と時間の関係を図

４に示す。本システムでは，図４に示す P1，P2，P3 の３

つの時間を計測する。 

図 3  掘り下げ質問文作成処理の流れ 

図 4 学生回答時の計測時間 

P1は，面接官の質問が表示されてから回答開始までの時
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間である。質問文を画面に表示してから，初のキー入力ま 

 

 

での時間とする。 

P2は，回答開始から回答終了までの時間である。回答開

始は初のキー入力の時刻とし，回答終了は「学生回答文送

信」ボタンを押した時刻とする。 

P3は，回答中の沈黙時間である。キー入力間のインター

バルのうち一定の長さを超えたものを集計する。この時間

を調べることで，学生回答中に何秒間の沈黙が何回あった

のかを確認することが可能である。 

 

２．５  フィードバック機能 

 今回作成した面接練習システムのフィードバッグは以

下の３つである。 

・残り時間の表示 

・面接終了後の面接状況の確認 

・面接の詳細内容の閲覧 

 残り時間の表示は，学生回答中に表示され，面接１問あ

たりと面接全体に想定されている時間に対する残り時間

が提示される。面接終了後の面接状況の確認（図 5参照）

では，自分がどの程度即答できたか，適切な長さで回答が

できたか，不自然な間ができていないか，を確認すること

ができる。また，面接の詳細内容の閲覧（図 6参照）では，

ログを確認することができ，どの質問にどう回答したか，

質問ごとの回答時間と回答内容を確認することができる。

この内容を学生が読むことで，学生自身が面接を振り返

り，改善点を発見できると期待される。 

 

図 5 面接状況の画面例 

図 6 面接記録内容の画面例 

３．評価実験 

 本システムの３つの機能，掘り下げ質問文作成，時間計

測，フィードバッグが有効かどうかを確認するために次に

述べる実験を行った 

３．１ システムのリアルタイム性の検討 

面接練習システムでは，インタラクティブに用いるため

学生回答文を送信してから次の面接官の質問が提示され

るための応答時間が問題となる。 

現実の会話においての反応時間として，相手からの依頼

に対して承諾する場合の許される限界の沈黙時間につい

ては，516msecが限界であることが分かった[5]。 

このため，学生回答文を送信してから掘り下げ質問文に

よる面接官の次の質問文を表示するまでの最大時間を検

討した。面接では 30 秒以内，150 文字程度で話すように，

また学生が回答する文字数の限界は 300 文字程度である

とのアドバイス[6]を参考にし，約 100文字，200文字，400

文字，800文字，1600文字なお回答文の長さを変えて応答

時間を計測した。 

学生の回答文として最長の長さと想定した400文字まで

のケースだけでみると，516msec を超えていたケースは見

られなかった。このことから学生の回答文が一定の長さ以

下であれば，掘り下げ質問文作成時間は，会話における沈

黙時間の限界を超えていないと言える。 

一方，学生回答文の文字数を増加させることで，掘り下

げ質問文を作成する時間がかかることもわかった。掘り下

げ質問文作成の時間がかかる原因を分析した結果，学生回

答を CaboCha[2]による係り受けファイル作成の所にある

ことが分かった。長い回答文を処理する必要がある場合に

は，係り受け処理を工夫する必要がある。 

 

３．２ 被験者による評価実験 

３．２．１ 評価実験の方法 

 面接練習システムの効果を検討するため，被験者に対し

て本稿で提案している試作システムと試作システムから

機能を削減し用意した質問文を順次提示・回答するだけの

システムをそれぞれ1回ずつ使用してもらう実験を行った。
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被験者は聴覚障害学生を対象とし，就職活動中の学生で面

接経験のある学生 7名，面接経験のない学生１名の計 8名

である。学 

 実験に用いた方法は以下の２通りである。 

1. フィードバッグ有（本研究で提案する試作システム） 

 掘り下げ質問文作成，フィードバック機能有 

2. フィードバッグ無 

 掘り下げ質問文の作成無，フィードバック機能無評価実

験のグループを表１に示す。質問文のパターンを２パター

ン用意し，各グループ 2名，計 4グループで実験を行った。

ここで，一回の実験で提示させる質問文の数はフィードバ

ッグ有，無ともに 10 回になるようにした。フィードバッ

ク有では掘り下げ質問文を１段階だけ作成するとしたた

め予め用意した質問文の数は，フィードバッグ有は 5 個，

フィードバッグ無では 10個である。 

 評価実験ではアンケートを行い，実験終了後に被験者か

ら５段階評価（Q1,Q2,Q4,Q5では，5：非常にそう思う，3：

どちらとも言えない，1:非常にそう思わない，Q4 では 5:

非常に早かった，3：どちらとも言えない，1:非常に遅かっ

た ）で回答を得た。用意した設問は以下の５つである。 

Q1. 面接の練習になるか。 

Q2. 手軽に面接練習できるか 

Q3. 面接官の質問文提示速度は適切か 

Q4. 簡潔に話す練習になるか 

Q5. 面接の改善点がみつかるか 

 

表 1 評価実験のグループ 

 また，実験後に学生の実際の回答に対する掘り下げ質問

文の妥当性を問うアンケートを作成した。被験者には自身

の回答文をもとに作成されたそれぞれの掘り下げ質問文 

グル

ープ 
1回目 2回目 

1 
フィードバッグ有 フィードバッグ無 

質問文パターン 1 質問文パターン 2 

2 
フィードバッグ無 フィードバッグ有 

質問文パターン 1 質問文パターン 2 

3 
フィードバッグ有 フィードバッグ無 

質問文パターン 2 質問文パターン 1 

4 
フィードバッグ無 フィードバッグ有 

質問文パターン 2 質問文パターン 1 

 

に対して「意味は分かり許容できる」「意味が分かりにく

いが許容できる」「意味は分かりにくくて許容できない」

「意味は分かるが許容できない」の 4通りの中から当ては

まるものを選択してもらった。 

３．２．２ 評価実験の結果 

 評価実験を行った際のアンケート結果の平均値と標準

偏差，平均値の差の検定結果を図 7に示す。Q1「面接の練

習になるか」，Q2「手軽に面接練習できるか」，Q3「面接

官の質問文提示速度は適切か」，Q5「面接の改善点が見つ

かるか」はフィードバック有，フィードバック無の双方で

評価値の平均が 3.0を上回っていた。また，Q4「簡潔に話

す練習になるか」に対しては，フィードバック有では評価

値の平均が 4.0（そう思う）であり，フィードバック無の

評価値の平均との間に有意水準５％で有意差が見られた。 

図 7 評価実験の結果

 また，実験後に学生の実際の回答に対する掘り下げ質問

文の妥当性を問うアンケートの結果について述べる。1名 
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項目 個数 割合 

意味が分かり許容できる 19個 47.5% 

意味が分かりにくいが許容できる 6個 15.0% 

意味が分かりにくくて許容できない 8個 20.0% 

意味が分かるが許容できない 7個 17.5% 

 

の被験者あたり，5 つの掘り下げ質問文が作成されること

になる。被験者は 8 名なので，最大で 40 個の掘り下げ質

問文となる。 その中で，掘り下げ質問文作成が行われ回

答があった 37 個のデータを対象に分析を行った。その結

果を表 2に示す。 

 被験者の回答文を元に作成した掘り下げ質問文のうち，

6 割程度は許容できるとの回答であった。しかし，約 4 割

(15個)は許容できないという回答であった。  

 

表 2 掘り下げ質問文の妥当性のアンケート結果 

４．考察 

 被験者によるアンケート結果（図 6）より，Q4「簡潔に

話す練習になるか」に対しては，本研究での提案した試作

システム（掘り下げ質問有，フィードバック有）と比較の

ために作成した質問と回答だけを行うシステム（掘り下げ

質問無，フィードバック無）では，有意差がみられた。す

なわち学生の回答に対して応答時間や沈黙時間等の時間

計測の結果をフィードバックすることに効果があったと

推測される。 

 また，被験者の回答文をもとに作成した掘り下げ質問文

検討の結果から，6 割程度が許容できるものの 4 割程度が

許容できないことがわかった。掘り下げ質問文として許容

できない 15 個の原因を調査した結果，キーフレーズと穴

埋め質問文とのミスマッチが 9個，すでに学生が答えた内

容について再度聞いてしまう等のキーワードの抽出に失

敗したものが 6個存在することが分かった。この対策とし

て，キーワード決定方法の見直し，学生回答文の意味を把

握し，すでに答えた内容を質問しないようにすること等の

対応が挙げられる。 

 また，被験者の評価実験のアンケート結果の Q3 より，

掘り下げ質問文作成有と無では質問文の提示速度の評価

結果有意差が見られなかった。つまり，掘り下げ質問文作

成に要する時間は学生にとっては気にならない事が分か

った。 

 これらの実験結果より，本システムにおける時間計測と

時間計測のフィードバッグについては，評価実験から簡潔

に話す練習になるという評価を得た。また掘り下げ質問文

に関しては，応答のリアルタイム性に問題がないものの作 

成する質問文には改良の余地があることがわかった。 

 

５． まとめ 

 本稿では，学生の就職活動における面接の練習の支援を

目的とした面接練習システムの試作について述べた。提案

システムは，掘り下げ質問文作成と時間計測，フィードバ

ッグの機能を有するものである。 

 実際に試作システムを用いて評価実験を行った結果，本

システムにおける時間計測と時間計測のフィードバッグ

については，簡潔に話す練習になるという評価を得た。ま

た掘り下げ質問文に関しては，応答のリアルタイム性に問

題がないものの作成する質問文には改良の余地があるこ

とがわかった。 

今後の課題として，作成された掘り下げ質問文が学生に

とって許容できる割合を挙げる，学生自身の回答文をシス

テムで判断し，適切かどうかのアドバイスを行う機能を加

えることの 2点が挙げられる。 
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Abstract: A job interview is a big challenge for deaf and hard-of-hearing students. An opportunity to repeatedly 

practice an interview individually is required. To solve this problem, we developed a job interview training 

system. This system has the following three functions: (1) The creation of a new question sentence in response to 

a student’s reply; (2) The measurement of a student’s reply time; and (3) Providing feedback to a student of an 

interview situation. In this paper, we describe the outline of the training system and results of a subjective 

evaluation. 
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